









































































































































































































































    キユーリー漏度6550K7550K
     測定温度液体空気20℃液体空気20℃
     内部磁場(268±5)KOe(239±5)KOe(271±5)KOe(247±5)K
     アイソマーシフト(0、45±)麟ec(0.31±0.生腐ec(0.50±0.隻)郎ec(0,30±0.三)耀

































    格子点2(a)2(d)一121d)一夏
    内部磁場(136±5)KOe(214±5)KOe(256±5)K




      著者兼松(考察)桂木(中性子線回折).兼松(磁気測定)F・rsy協等(中性子線回折)Adelson等(中性子線回折)
      2(a)Sコ11.56μB0.8μB1.4μBi、3μB























    格子点2(a)2(d)一12(d)
    内部磁場(187±5)KOe(247±5)KOe(208±5)
























    温度内部磁場(Hm)四重極分離(4△F)アイソマーシフト(ステンレス)
    3700K0一1.08槻/sec+0.35襯/sec
   360、がK37～38KOe
    35iOK56KOe一α82槻/sec+0.39蹴/sec
    3410K70～71KOe一1.09襯/sec+0.40卿/sec
    32ヂK87～88KOe一〇、64槻/sec+0、30襯/sec
    2910K110KOe一〇,63槻/sec+0.40襯/sec
    20ユOK144KOe一〇.27観/sec+0、52槻/sec




















   C(七%)焼入
  内部磁場キ_
   20.129.938.446.5(288±10)KOe(252土10)KOe(217+io)KOe一(200±10)KOe
れ
 キユーリー湿度
680℃
580℃
470℃
360℃
 500℃焼鈍
{
 内部磁場1キユーリー撒
 (310烈0)KOe680℃
 (300土io)KOe580℃
(297±10)KOe570℃
 (296土10)KOe570qc
 焼入れ試料ではスペクトルはCr含有量と共に広がる。焼鈍試料では大体300KOe附近にな
 る。又50%Cr近くになると中央に常磁性の吸収線も観測される。
 (d)磁気測定
 キューフー温度の結果も上記の表にまとめてある。キユーリー湿度は,焼入れ試料はGr含有
 量と共に減少するが,焼鈍試料では570℃以下にはならない。
 (e)考察及び結論
 焼鈍試料のメスバウアー効果の吸収スペクトルはCr含有量の多い場合,中心附近に常磁性相
 の存在を示す吸収線があり又強磁性梱の内部磁場が一定であることから二相に分解したことを示
 す0
 570℃で強磁性が消失することからこの二相は570℃で再び固溶体化すると考えられる。又強
 磁性相の吸収スペクトルの巾は広いので,規則格子の存在は否定的である0
 300KOeの内部磁場は12%Cr-Eeに相当する。
 第6童Fe-Cr合金の比熱
 (a)緒論
 Fe-CrのCr含有量の多い焼鈍試料が570℃で強磁性を失うことは前章で述べたが更に比熱
 の測定により磁性との関係を求める。
 (b)実験及び結果,考察
 46.5%Cr合金の焼鈍試料は570℃に比熱の山がある。これは強磁性の消失温度に相応する。
 金熱量は12.65cal/9fで通常の磁気変態熱よりはるかに大きい。
 焼入れ試料では400℃で比熱の谷があり,570℃附近に山がある。これは二相に分解するのは
 400℃附近で起り570℃で再び固溶体化すると云う前章の結論と一致する。
 第7章総括
 以上のように,本研究においては,Fe合金または金属間化合物の磁性ならびに状態図の研究
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 手段としてFc57のメスバウアー効果を利用しFe57核の位1齢こおける内部磁場,isomershift
 電気的幽重極相互作用を測定しゴこ。その結果次の結論を榑た。
 (i)Fe-Ge系強磁性金属間化合物Fe3Geの高温楷と低濃相とにおいては内部磁場の値に差は認
 められない。
 (2)Fe5Ge3およびFe5Sn3においては2(dフ位置のFeの磁気能率は2(a)のそれよりも大きく,二つ
 又はそれ以上の分布を示す。
 (3)FeSnは97℃にNee1点をもつ反強磁性体であるがその四重適分離の値はFcGcと符暦が逆で
 ある。
 (4)Fe-Cr系合金の焼鈍による異常現象(475℃脆性)に関してメスバウアー効果に加うるに比
 熱測定,磁気測定など併用して研究した結果,この現象はFe-rlchの相とCr-rlchの相に分
 解することによるものであることが認められる。
 尚この論文で得られている(3)のFeSnの電気的四重極分離がFeGeと逆符轡であると云う結果か
 ら,FeSnにおけるFeのスヒ。ンの向きはFeGeのそれと異りC面内にあることが予想されるが,
 そのことは後に我々σ)研究室の他の著者による中性子回折の実験で証明された。
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 論文審査結果の要旨
 本研究の盈的は主としてMbssbaじ鍵効果の実験によりエ,三のFe・合金系にっき,そのFe57原
 子核位置における内部磁場電場勾配,アイソマーシフトの温度変化を測定し,X線回折磁気測定,
 比熱測定などの結栗と合わせて磁性の本質を理解することにある。Fe～Ge系においてはFe3Ge
 の低温相と高温相のMδssbauer像の比較からこの面相における内部磁場の絶対0度への外挿値は億
 ぼ等しいことを見出し,Fe5Ge3において2(d)位i置の内部磁場は2(a)の位置の内部磁場よりも大
 きく,2個またはそれ以上の分布を示すことを見出した。またFe-Sn系における同型化合物
 Fe5Sn3についても同様な結果を得た。この結果は従来存在しかっ相矛盾している中性子回折の結
 果と照合して示唆に富んでいる。さらにFeSnの内部磁場の温度変化からこのものは97℃にネー
 ル点をもつ反強磁性体であることを確認し,その四重極分離の値が嗣型のFeGeと逆符暦であるこ
 とからEeSnにおけるFeのスピン軸は六方晶のC面内にあることを予想したが,これらの結論は
 後に他の著者によって行われた中性子回折実験で実証された。
 またFe-Cr系については急冷試料と焼鈍試料の両者についてMδssbauer効果の実験を行い前者に
 おいては内部磁場がCr含量の増加とともに一様に減少するに対し,後者においては約12%以上
 のCr含量に対してほぼ一定になり,かっ後者は強磁性梅と常磁性棺の混合物であることを確認し
 た。この実験結果を同系に対する磁化温度曲線の測定および高温比熱測定の結果とあわせて考察す
 ることによ板焼純効果はEe-r主chの相とCr-rich相への分解を誘起するものであることを確認した。
 なお・これらの研究結果は」'.Phys.SQc.Jap包n・J、」.A.P.,Trons.JapanInst.Metalsに4
 篇の論文として印刷発表きれている。本研究において著者はP亡箔またはCu箔上にメッキした放
 射性Co57を線源としmodula七lonmodeで作動するM6ssbauer効果測定装麗を完成し,これを
 用いてFeを含む金属間化合物のFc原子の磁気能率に関する知見を得,またFe-Cr合金の475℃
 脆性の機構を探った。金属間化合物に関する結果は伝導電子のスヒ。ン偏極の効果が第3隣接実まで
 およんでいない乙と,B82構造化合物において21d)位置の内部磁場が21a)位置より大きいこと,
 FeSnがFeGe同様反強磁性体であることなど中性子回折実験と対比して興味あるものを幾つか
 待ている。さらにFe-C蓄合金についての焼鈍効果の解明は最近金相学的諸手段によって漸次固めら
 れつつあった分解説に強固な支持を与えたものであって,Mbssbauer効果の測定を金相学研究に
 役立てた好個の例を作った。よって山本尚夫提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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